
令和２年度 一般財団法人たかのす福祉公社 事業報告書 

 

一般財団法人たかのす福祉公社 

 

本事業報告は令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの期間を対象にしている。ま

た、当期においては、令和元年度事業報告及び決算処理（公認会計士による会計監査、監事

による会計及び業務監査含む）、公益目的支出計画実施報告等の重要手続きについては、滞

りなく事務処理を進めることができた。 

 

Ⅰ 法人の概況 

 １ 設立年月日：平成１０年１２月２４日設立 

        （平成２４年１０月１日付、一般財団法人たかのす福祉公社として移行登記） 

 

 ２ 定款に定める目的及び事業 

  当法人は、ノーマライゼーションの理念に基づく豊かな地域社会の形成に寄与することを目

的とし、北秋田市や各関係機関との連携を図り、自立した日常生活及び療養生活を営む上で支

援を必要とする者の生活の質の向上と、地域における認知症ケア体制及び地域医療体制の充実

を図るため、これに関する相談助言・情報提供事業、地域交流、調査研究事業及び介護技術等

研修事業を行うとともに、次に定める各事業を実施する。 

 （１）介護従事者の育成に関する研修及び地域介護講座等の介護技術等研修事業 

 （２）医療、福祉、介護等に関する相談助言・情報提供事業及び地域交流事業 

 （３）食の自立支援事業（配食サービス事業）、要介護認定調査事業及び介護予防ケアマネジ

メント業務等の受託 

 （４）障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

 （５）介護保険法及び健康保険法等に基づく介護・看護サービス事業 

 （６）介護用品貸与及び販売、弁当等の外販、介護タクシー等の有償福祉サービス事業 

 （７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 ３ 所管官庁に関する事項  秋田県 健康福祉部 長寿社会課 

 

４ はぁとサポーター会員登録者数   ※＜＞内は前年会員数 

会 員 区 分 会 員 数 

普 通 会 員 １０１名   ＜１１１名＞ 

特 別 会 員 ２団体   ＜1団体＞ 

 

       ５ 主たる事務所の状況 

 主たる事務所 ： 秋田県北秋田市大町８番２３号 

 

 

 

 

 



 ６ 役員等に関する事項（理事３名、監事１名、評議員６名）   令和３年３月３１日現在 

役 職 氏 名 常勤・非常勤 担当職務・現職等 

理 事 長 松 橋 雅 子 非常勤 
設計室主宰 建築士 

会計責任者 

常務理事 近 藤 テイ子 常 勤 
フードセンターたかのす 管理者 

法令遵守責任者（障害福祉） 

理  事 成 田 康 子 非常勤 
医療法人 看護師長 

 

監  事 桜 庭 秀 孝 非常勤 
農業 

元鷹巣町農業協同組合常務理事 

評 議 員 佐々木 孝 夫 非常勤 
元社会福祉法人役員 

行政に関する知識を有する者 

評 議 員 鈴 木 静 子 非常勤 
自営業 

地域市民団体関係者 

評 議 員 成 田 京 子 非常勤 
自営業 

地域市民団体関係者 

評 議 員 成 田 元 晴 非常勤 
農業、元病院事務局長 

行政に関する知識を有する者 

評 議 員 檜 森 正 太 非常勤 
会社役員 

地域市民団体関係者 

評 議 員 堀 部  健 非常勤 
鍼灸師 

保健医療に関する知識を有する者 

 

 ７ 職員に関する事項                    （令和３年 ３月３１日現在） 

職 員 身 分 人 数 増 減 

男 性 正職員 

臨時職員等 

６名 

０名 

－２名 

±０名 

女 性 正職員 

臨時職員等 

９名 

８名 

±０名 

－１名 

合 計  ２３名 －３名 

 

 ８ 許認可に関する事項：なし 

 

Ⅱ 事業の状況 

 １ 事業の実施状況 

 ＜実施（継続）事業＞ 

①  介護従事者の育成に関する研修等及び地域介護講座等の介護技術等研修事業  

地域介護講座は新型コロナウイルス感染拡大防止対策として今年度は書面での研修に変

更して実施し、令和３年３月発行のはぁとだよりにて講座を実施した。 

なお、例年実施していた介護セミナーおよび４月からの秋田看護福祉大の看護実習を受け

入れは法人内での検討の結果コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止することとした。 

 

  （１）地域介護講座 

      テーマ「訪問看護とは？？」 

          ～口と健康 今日からできるセルフケア～ 

       ・・・講師：訪問看護ステーションはぁと 管理者 豊村 江利子 

       書面配布先 ：サービス利用者、はぁとサポーター、町内会 



②  医療、福祉、介護等に関する相談助言・情報提供事業及び地域交流事業  

「はぁとだより」は令和２年１０月と令和３年３月の２回発行をした。内容としては、

はぁとガーデンの植栽の様子、令和２年度の基本方針、コロナ対策除菌消臭水の情報、職

員採用試験の案内、はぁとサポーター会員情報、寄付寄贈情報、新しい生活様式実施店と

しての取り組み、フードセンター第三者委員会の様子、介護技術等研修事業の内容にて地

域やはぁとサポーターの皆様に広く情報提供を行った。 

また、北秋田市のホームページのバナー広告を継続利用し、当法人のホームページにア

クセスしやすい環境を整えた。 

地域交流事業は、はぁとサポーターや地域の住民や近隣保育園の園児に参加していただ

き、６月に「はぁとガーデン」を実施し、街の一角の緑化の推進、世代間交流の場を提供

することができた。 

 

 ＜障害福祉サービス事業等＞ 

① 食の自立支援事業＜配食サービス事業＞の受託 （フードセンターたかのす） 

（１）総合評価 

    地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等との連携を図り、また、利用者一人ひと

りの多様なニーズに対応することにより、配食サービスを提供することができた。今後も、

関係機関との更なる連携強化により、利用者のニーズに応え、確保に努めていく。また、

学校給食センターとの話し合い、情報共有を図り、衛生管理の徹底に努めた。 

 

（２）実績報告 ※＜＞内は前年増減 

① 月別平均利用者数：３０．３名  前年３２．３名 ＜－２名＞ 

② 年間合計食数：１６,４６６食  前年１７,６８７食 ＜－１,２２１食＞ 

③ １日平均食数：４５．３食  前年４８．３食 ＜－３食＞ 

 

② 就労継続支援Ｂ型事業 （フードセンターたかのす） 

（１）総合評価 

北秋田市との指定管理者基本協定に基づき、その適正な施設管理に努めた。 

今年度は、新たに５名の通所開始となったが２名の退所となり、年度末の登録利用者は

１９名となった。今後も引き続き、利用者の能力に応じた作業の提供や通所利用者の安定

的な人員確保に努めていく。 

北秋田市や北秋田市自立支援協議会、北秋田市障害者生活支援センター等の関係機関と

の連携、情報共有を図り、今後も就労支援等に努めていく。また、配食サービスに係る作

業のほか、弁当販売、ラーメン・まんまの受注販売等において、利用者の地域での活動機

会を確保できた。 

 

（２）実績報告（定員２０名） 

令和 ３年３月３１日現在 通所利用者登録数：１９名 

 

（３）外部研修等 

    令和２年 ７月：秋田県地域福祉推進委員会  １名 



         ８月：北秋田市障がい児・者総合支援協議会・就労支援部会  １名 

         ９月：秋田県地域福祉推進委員会  １名 

         ９月：北秋田市障がい児・者総合支援協議会・就労支援部会  １名 

        １０月：北秋田市障がい児・者総合支援協議会・就労支援部会  １名 

        １１月：秋田県地域福祉推進委員会  １名 

        １１月：秋田県社会就労センター協議会農福連携セミナー  １名 

        １１月：北秋田市障がい児・者総合支援協議会・就労支援部会  １名 

        １２月：秋田県地域福祉推進委員会  １名 

 

＜介護・看護サービス事業＞ 

① 訪問看護事業（訪問看護ステーションはぁと） 

（１）総合評価 

職員間の連携の強化と各関係機関、特に主治医との連携強化により１８名の終末期ケア

を実施し、自宅にて１０名の看取りを行った。 

ＣＶポートやオピオイド使用等の医療的ケアのケースが多く、今後も知識や技術の向上

に努め、更なるサービスの質の向上を図っていく。 

 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

①介護保険 

イ）利用者延べ数：４４９名  前年４６０名（介護予防含む） ＜－１１名＞ 

ロ）月別平均利用者数：３７．４名  前年３８．３名 ＜－０．９名＞ 

ハ）年間訪問延べ回数：２,６４５回  前年２,１８９回 ＜＋４５６回＞ 

二）月別平均訪問延べ回数：２２０．４回  前年１８２．４回 ＜＋３８回＞ 

②健康保険等 

イ）利用者延べ数：１１２名  前年１４１名 ＜－２９名＞ 

ロ）月別平均利用者数：９．３名  前年１１．８名 ＜－２．５名＞ 

ハ）年間訪問延べ回数：１,０９８回  前年１,２２５回 ＜－１２７回＞ 

二）月別平均訪問延べ回数：９１．５回  前年１０２．１回 ＜－１０．６回＞ 

 

（３）外部研修 

令和２年１０月：北秋田市自立支援型地域ケア会議 １名 

    １１月：北秋田市地域医療連携センター運営協議会 １名 

令和３年 ２月：北秋田市自立支援型地域ケア会議 １名 

     ３月：令和２年度介護保険施設等集団指導にいて ４名 

 

② 居宅介護支援事業（居宅介護支援事業所はぁと） 

（１）総合評価 

今年度は３名体制にてスタートしたが、９月の職員退職に伴い、利用契約者を他の居宅

介護支援事業所に変更しなければならない状況となった。その後はケアマネジャー２名体

制にて業務を継続してきたが、職員募集の応募がなかったことは残念であった。 

関係機関との連携強化については、サービス事業所等との情報交換を図りながら連携し



て支援を行うことができた。その事で多様なケースへの柔軟な対応にも結び付いていった

と思われる。 

新型コロナウイルスの影響で研修会等の開催が無かった中で、北秋田市介護支援専門員

研修が開催され参加できたことは知識向上の良い機会となった。今後はオンライン研修等

に研修の場が変更になっていくと思われるため、機会をもって参加をしていきたい。 

ケアマネジャー２名にて可能な実績を維持しながら、３名体制を目指して特定事業所加

算が算定できる様にする事が今後の課題となる。 

 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

   ①利用者延べ数：（介護給付）９４３名  前年９６９名 ＜－２６名＞ 

（介護予防）１８３名  前年１６６名 ＜＋１７名 ケアマネジメン

ト含＞ 

（認定調査）８１名  前年２０８  名 ＜－１２７名） 

②月別平均利用者数：（介護給付）７８．６名  前年８０．８名 ＜－２．２名＞ 

（介護予防）１５．２名  前年１３．８名 ＜＋１．４名 ケアマネ

ジメント含＞ 

（認定調査）６．７名  前年１７．３名 ＜－１０．６名＞ 

 

（３）外部研修 

令和２年１２月：北秋田市自立支援型ケア会議 １名 

令和３年 ２月：北秋田市介護支援専門員研修 １名 

３月：北部エリア勉強会 １名 

 

③ 福祉用具貸与及び販売事業（福祉用具レンタルセンターはぁと） 

（１）総合評価 

レンタル品や販売用特定福祉用具、介護用品等の、情報提供を行ったが、レンタルにお

いて目標数値に届かなかった。要因としては、利用契約者を増やすことができなかったこ

とが大きいが、利用契約期間の短縮化や、制度改正に伴う上限価格の設定等によるところ

もその一因と考えられる。 

一方、福祉用具販売に関しては、例年の販売品の他に医療機関への電動ベッド関連の販

売実績があったこととコロナ感染予防対策としての除菌用品の販売が増え予算を達成す

ることができた。 

 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

①福祉用具貸与利用者 

    イ）利用者延べ数：７２９名  前年８１４名（介護予防含む） ＜－８５名＞ 

ロ）月別平均利用者数：６０．８名  前年６７．８名 ＜－７名＞ 

②（特定）福祉用具販売等点数 

イ） 販売延べ点数：５８４点  （前年４３４点） ＜＋１５０点＞ 

（うち特定福祉用具１５点 ＜－８点＞） 

 



 （３）外部研修：なし 

 

④ 訪問介護事業（ヘルパーステーションはぁと） 

（１）総合評価 

利用者一人ひとりの生活状況を把握し、ヘルパーが訪問に入らない時間でも生活が成り

立つように配慮した「個別ケア」を行った。また、認知症により、できないことが増えて

きた利用者とともに家事等を行うことで、利用者が住みなれた自宅での在宅生活を支える

ことができた。 

職員個々のスキルアップという面においては、職員体制の関係の部分で外部研修に参加

することができなかったが、今後はできる限り参加する方向で検討していきたい。 

実績面においては、新規採用等が進まなかったことや職員体制が安定しなかったことか

ら、土日の要請について受け入れることができず、新規利用者の受け入れが困難だった。

よって当初の目標達成までは届かなかった。 

 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

① 利用者延べ数：２８１名  前年３６９名（介護予防含む） ＜－８８名＞ 

② 月別平均利用者数：２５名  前年３０．８名 ＜－５．８名＞ 

③ 年間訪問延べ回数：４,９６４回  前年６,４０９回 ＜－１,４４５回＞ 

④ 月別平均訪問延べ回数：４１３．６回  前年５３４．１回 ＜－１２０．５回＞ 

 

（３）外部研修：なし 

 

 ＜有償福祉サービス＞  

①  介護用品貸与生活支援事業 （福祉用具レンタルセンターはぁと） 

（１） 総合評価 

独自の介護保険外サービスとして、軽度者や要介護認定を受けていない方の在宅生活を支

援した。 

 

（２） 実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

① 利用者延べ数：９８名  前年８９名 ＜＋９名＞ 

② 月別平均利用者数：８．２名  前年７．４名 ＜＋０．８名＞ 

 

②  ふとん消毒乾燥サービス （福祉用具レンタルセンターはぁと） 

（１） 総合評価 

地域の高齢者等が衛生的で快適な生活を送ることができるように、布団やマットレス等を

消毒乾燥するサービスを実施した。 

 

（２） 実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

① 利用者延べ件数：１１件  前年１６件 ＜－５件＞ 

② 月別平均件数：０．９２件  前年１．３件  ＜－０．３８件＞ 

 



 

③  弁当等外販事業 （フードセンターたかのす） 

（１） 総合評価 

フードセンターたかのすの独自事業として、「おとどけ・まんま」、「おたすけ・まんま」

の販売に加えて、週２回の「にこにこ弁当」の当日販売や事前予約の「日替り弁当」の販

売等については、目標とする販売実績を概ね達成した。また、北秋田市産業祭での販売や

市内の小学校のレクリエーション行事への食材提供、クリスマスチキン等受注販売等に積

極的に取り組んだ。 

 

（２） 実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

① おとどけ・まんま 延べ提供数：１７７９食  前年１,７６０  食 ＜＋１９食＞ 

月別平均食数 ：１４８．２食  前年１４６．７食 ＜＋１．５食＞ 

② 日替り弁当 延べ提供数：９０１食  前年１,７０５食 ＜－８０４食＞ 

月別平均食数：７５．１食  前年１４２．１食 ＜－６７食＞ 

③ にこにこ弁当 延べ提供数：２,４６２食  前年２,６１５  食 ＜－１５３食＞ 

月別平均食数：２０５．９食  前年２１７．９食 ＜－１２食＞ 

 

④ 介護タクシー事業 （介護タクシーはぁと） 

（１）総合評価 

安全、安心運行に努め、無事故、無違反で運行することができた。 

職員体制の問題があり、１２月３１日で事業を廃止する。 

 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年増減 

① 利用者延べ数：７８０名  前年１,１４８名 ＜－３６８名＞ 

②延べ運行回数：４２４回  前年６３５回 ＜－２１１回＞ 

 

⑤ 保険外ヘルパー＜おたすけ・はぁと＞ （ヘルパーステーションはぁと） 

 （１）総合評価 

   職員体制が厳しいことから、介護保険制度上の訪問介護サービスを中心に提供している

ため、保険外ヘルパーとしては状況を見ながらのサービス提供となっている。今後も職員

体制を整えつつ、サービス内容の周知を継続していく。 

 

（２）実績報告 

① 利用者延べ数：２０名  前年１４名 ＜＋６名＞ 

② 月別平均利用者数：１．６回  前年１．２名 ＜＋０．４回＞ 

③ 年間訪問延べ回数：３５回  前年１９回 ＜＋１６回＞ 

④ 月別平均訪問延べ回数：２．９回  前年１．４回 ＜＋１．５回＞ 

 

 ２ 重要な契約に関する事項 

  当期に契約した重要な契約に関して記載すべき事項はない。 

 



 

 ３ 理事会及び評議員会等に関する事項 

 当期に開催した理事会及び評議員会の開催日及び議案内容は以下のとおりとする。 

① 理事会（全５回開催） 

開 催 日 議 案 内 容 

令和２年 ６月１０日（水） 

 

 

 

 

 

令和元年度 事業報告、決算書類及び公益目的支出計画実

施報告書の承認について 

はぁとサポーター会員規則の一部改正（案）について 

定時評議員会の開催について 

【報告案件】 

理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

令和２年度実績状況について 

令和２年 ９月１７日（木） 

 

【報告案件】 

今年度の収支見通しについて 

令和３年度以降の実施事業の考え方について 

令和２年１１月１８日（水） 【協議案件】 

介護タクシー事業の廃止について 

令和２年１２月 ４日（金） 職員給与規程の一部改正（案）について 

令和２年度第１次補正予算（案）について 

職員退職手当規定の一部改正（案）について 

臨時評議員会の開催（案）について 

【報告案件】 

理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

令和３年 ３月１０日（水） 令和２年度第２次補正予算（案）について 

令和３年度事業計画及び予算（案）について 

臨時評議員会の開催（案）について 

 

② 評議員会（全２回開催） 

開 催 日 議 案 内 容 

令和２年 ６月２４日（水） 令和元年度決算書類の承認について 

評議員の選任について 

【報告案件】 

理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

令和元年度事業報告及び公益目的支出実施報告に 

ついて 

はぁとサポーター会員規則の一部改正ついて 

令和３年 ３月２４日（水） 

【臨時】 

令和２年度第２次補正予算（案）の承認について 

令和３年度事業計画及び予算（案）の承認について 

  

② 会計及び業務監査 

開 催 日  内 容 

令和 ２年 ５月２５日（月） 令和元年度決算書類及び附属明細書に関する監査 

令和 ２年 ６月 ５日（金） 平成元年度会計及び業務監査並びに公益目的支出計画実

施報告書に関する監査 

令和 ２年１０月２９日（木） 令和２年度上期会計監査 

 

 

 



 

４ 収支及び正味財産増減の状況並びに財産状態の推移 

平成２４年１０月１日より公益法人会計基準（平成２０年４月１１日 平成２１年１０月１６

日改正 内閣府公益認定等委員会）を採用している。 
    単位：千円 

事業年度 
平成 29 年 

3 月期 

平成 30 年 

3 月期 

平成 31 年 

3 月期 

令和２年 

3 月期 

令和３年 

3 月期 

 前期繰越収支差額 11,884 7,288 4,836 11,288 15,638 

 当期収入合計 165,850 155,300 153,438 153,040 148,535 

 当期支出合計 170,446 157,752 146,987 148,690 144,961 

 当期収支差額 △4,596 △2,452 6,451 4,350 3,574 

 次期繰越収支差額 7,288 4,836 11,288 15,638 19,212 

資産合計 149,884 143,172 144,435 152,151 152,151 

負債合計 88,184 87,473 85,390 96,446 90,774 

正味財産 61,700 55,700 59,045 55,705 60,500 

 

Ⅲ 法人の課題等 

（基本方針及び具体的指針に対する評価・課題） 

 経営及び事業分析の徹底と課題への迅速な対応については管理者会議、経営会議により確認、

対応を行った。 

公益目的支出計画に基づく法人運営は年度途中での介護タクシー事業の廃止はあったものの、

コロナ禍の状況を考慮しながら、はぁとガーデン、地域介護講座の実施、はぁとだよりの発行、

ホームページ等による情報発信など、概ね公益目的支出計画どおりの法人運営ができた。 

 看護、介護職員の人材確保については応募者が少ない状況であり採用実績はなかった。その他、

専門職、事務職、介護職等の退職者が５名を数え多い１年となった。職員の採用、確保について

は今後、更なる工夫、努力が必要であると考える。 

 当法人にとって最も適した施設運営はどのような形態なのかということについて、随時検討を

重ねてきたが、具体的な設置計画の進展はみられなかった。この件については法人の財政状況、

職員確保の見通しなど重要な事項を整えた上での判断が必要と思われる。 


